












































































































三塚 放寺 単用 双用 二段
呉
東
富山市 1 25 1 19 14 13 73
129
立山町 5 2 1 5 13
上市町 1 2 1 1 2 7
滑川市 2 2
魚津市 1 3 1 5
黒部市 13 4 6 23




南砺市 1 2 2 1 3 19 1 29
187
砺波市 8 2 16 2 40 1 69
小矢部市 1 2 1 4
高岡市 1 4 14 2 21
射水市 3 9 1 13
氷見市 21 30 51
合計


















































































































































































































































































































































































































































呉東・新川地方 上市犂・曲り犂 三塚犂 単用犂
呉西・砺波地方 井口犂・長床犂 放寺の犂 双用犂






































































































ンノコワリとは、田んぼの長辺に 6尺（1.8 m）から 9尺



























































































































































- 1）、「農業図絵」（26巻- 1）、「耕作大要」（39巻- 5）と、越












































（ 2）有薗正一郎 1997：pp. 65～67参照
（ 3）河野通明 2008：p. 214
（ 4）富山平野の場合、大部分が扇状地上にあり耕土は浅く 15～
20 cm以下は砂礫である（柴田裕編 1968：p. 28）。富山平野の
一部を成す砺波平野―庄川扇状地扇央部砺波市東野尻地区で昭












































































（16）佐伯安一 1975： pp. 5～6
（17）水島村史編纂委員会 1958：p. 89
（18）農業発達史調査会 1978： p. 239
（19）同上

















































農業発達史調査会 1978『日本農業発達史』 4 巻　中央公論社
林宏 2000『水島民俗採訪録』富山県小矢部市水島地区振興会
氷見市立博物館 2012『特別展　農耕具のすがた―変わる道具、
変わらぬ道具―』
氷見市立博物館 2016『特別展　氷見の昔の道具たち―民具から
みる地域のくらし―』
本庄清志 1976「クワガラ屋と富山スキ」『とやま民俗』NO 8　
富山民俗の会
水島村史編纂委員会 1958『水島村史』中山政次郎
宮永正運・宮永正好 1983『私家農業談・農業談拾遺雑録』日本
農書全集 6農山漁村文化協会
安ヵ川恵子 2006「双用犂の富山県への導入時期について」『民具
マンスリー』第 39巻 1号
※本稿は 2019年 1月に富山大学大学院人文科学研究科へ提出した修士論文「富山県の犂―その形態と犂耕法―」の一部に加
筆、再構成したものである。
